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　市内産の木材をふんだんに使った「花
泉図書館」は、9月14日にオープン。ガ

ラス張りの外観が印象的です。
　花泉中学校に隣接する建物は床面積
999.45平方メートル。斬新で美しいデ

ザインに圧倒されます。
　注目すべきは、木で統一された内装
やインテリア。隅々までこだわりと気
遣いが感じられます。中でもフラワー

バスケットをイメージした「ウッドホー

ル」は同図書館のシンボル。蔵書能力
74,000冊を誇る同施設ならではの、「息
抜きできる」スペースです。また、太陽
光発電システム、地中熱ヒートポンプ、
LED照明など、環境に配慮した設備も充
実しています。
　「花咲く未来、知識の泉」を合言葉に、
視野を広げ、豊かな心を育み、世界へ羽
ばたく人づくりをサポートできる学習拠
点を目指します。

花泉図書館
Hanaizumi Public Library

「花咲く未来、知識の泉」
世界へ羽ばたく人づくりサポート

一関市花泉町涌津字上三ノ町 12

☎ 0191・82・4939

●開館　平日（㊌を除く）10:00～19:00

＊㊏㊐㊗ 18:00まで

●休館　毎㊌（㊗の場合は翌日）、
毎月第 4 ㊎、年末年始、特別整理期間
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一関市の公共施設を誌上で紹介します

Ichinoseki          H
anaizum

i          D
aito          Senm

aya          H
igashiyam

a          M
urone          K

aw
asaki          Fujisaw

a

誌上
ナビ

#2

1_9月14日の開館を関係
者らのテープカットで祝い

ました／ 2_子供や学生向
けのコーナーはもちろん、
靴を脱いでくつろげる「小
上がり」も完備／ 3_開放
感のある「ウッドホール」
は、飲食が可能／4_研修
会なども行える学習室／
5_木のおもちゃが備えて

ある幼児コーナー／ 6_外
観コンセプトは「フラワー

バスケットと二つの翼」
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配志和神社の式年大祭

時代を越えて受け継がれる
由緒ある晩秋の神事

の風景

　

配
志
和
神
社
は
、
１
９
０
０

年
前
に
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
が
東
国
征
伐

し
た
際
に
、
悪
徒
退
散
を
祈
願

し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
。

式
年
大
祭
は
、
江
戸
中
期
か
ら

続
け
ら
れ
て
き
た
由
緒
あ
る
行

事
。
こ
の
う
ち
、
特
殊
神
事
は
全

国
で
も
ま
れ
で
、
今
日
で
は
同

社
だ
け
が
原
形
を
と
ど
め
る
貴

重
な
行
事
だ
。

　
「
御
巡
幸
」
後
に
は
、
供ぐ

奉ぶ

し

た
稚
児
の
健
や
か
な
成
長
と
無

事
奉
仕
の
感
謝
を
祈
願
す
る

「
御お

陰か
げ

参
り
」
が
行
わ
れ
、
社
殿

の
左
右
に
そ
び
え
立
つ
樹
齢
千

年
を
超
え
る
夫
婦
杉
が
、
祭
り

の
最
後
を
見
守
っ
た
。

　

ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
。
霞

が
か
っ
た
境
内
の
巨
木
た
ち
。

そ
の
間
を
走
る
石
畳
の
階
段
を

白
装
束
の
氏
子
た
ち
が
、
み
こ

し
を
担
い
で
練
り
歩
く
。

　

小
雨
の
中
、
ぼ
ん
や
り
と
浮

び
上
が
る
そ
の
様
子
は
、
ま
る
で

古
い
掛
け
軸
か
ら
飛
び
出
し
て

き
た
よ
う
。

　

山
目
の
配は

い

志し

和わ

神
社
創
健

１
９
０
０
年
を
記
念
す
る
式
年

大
祭
は
、
10
月
19
日
か
ら
３
日

間
行
わ
れ
た
。
大
祭
で
は
、
行
装

大
行
列「
御ご

巡じ
ゅ
ん

幸こ
う

」
の
ほ
か
、
特

殊
神
事
や
日
本
神
話
の
天
孫
降

臨
を
再
現
す
る
神
事
な
ど
が
行

わ
れ
、
地
域
の
繁
栄
を
祈
っ
た
。

神無月

広
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

岩
手
日
日
新
聞
社
☎
㉖
５
１
１
１
ま
で
。


